
新デスティネーション山西省

三
つ
の
世
界
遺
産
、悠
久
の
歴
史
刻
む
晋
の
国

現地リポート（part．２）

雲
崗
石
窟３大石窟の一つ

５万体超す仏像

華
厳
寺中国で最も

広 い 仏 殿

五
台
山中

国
仏
教
の
聖
地

懸
空
寺

断
崖
絶
壁
に
建
つ
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中
国
国
家
観
光
局
と
中
国
国
際

航
空
主
催
の
中
国
・
山
西
省
研
修

視
察
旅
行
が

月

日
か
ら

日

ま
で
の
６
日
間
行
わ
れ
た
。
日
本

の
旅
行
会
社
で
中
国
ツ
ア
ー
を
担

当
す
る
社
員
ら
を
対
象
と
し
た
研

修
旅
行
で
、
本
紙
記
者
も
全
行
程

に
同
行
。
三
つ
の
世
界
遺
産
を
は

じ
め
、
省
内
を
代
表
す
る
観
光
地

を
視
察
、
同
省
の
魅
力
の
一
端
に

ふ
れ
た
。
主
な
訪
問
先
を
先
週
に

続
き
紹
介
す
る
。

◇山西省の概要
面積　約．万平方㌔㍍
省都　太原市
人口　，万，人
地域の概要　黄河の中流域、黄土
高原の東に位置し、太行山の西に
あることから山西省と呼ばれる。
春秋戦国時代に晋の領地に属した
ため、別称が晋となっている

蜂の巣のように掘られた石窟

建造物で保護されている石窟もある

　
雲
崗
（
う
ん
こ
う
）
石
窟
は
山

西
省
に
あ
る
世
界
文
化
遺
産
の
一

つ
で
、
２
０
０
１
年
に
登
録
さ
れ

た
。
山
西
省
第
２
の
都
市
、
大
同

市
の
中
心
か
ら
西
に

㌔
の
郊
外

に
あ
る
。
武
周
山
の
南
側
、
東
西

約
１
㌔
に
わ
た
り
掘
ら
れ
た
石
窟

群
。
敦
煌
石
窟
（
新
疆
ウ
イ
グ
ル

自
治
区
）、龍
門
石
窟（
河
南
省
）

と
と
も
に
、
中
国
３
大
石
窟
に
数

え
ら
れ
る
。

　
約
１
５
０
０
年
以
上
の
歴
史
が

あ
る
、
中
国
仏
像
彫
刻
の
早
期
の

代
表
作
。
現
存
す
る
石
窟
数
は
２

５
２
、
大
小
仏
像
は
５
万
体
を
超

す
。
制
作
時
期
に
よ
り
前
期
、
中

期
、
後
期
に
分
け
ら
れ
、
そ
れ
ぞ

れ
に
石
窟
様
式
が
異
な
る
。

　
一
般
公
開
さ
れ
る
第
１
～

番

窟
の
中
で
、
最
も
早
い
時
期
に
掘

削
さ
れ
た
の
が
第

～

番
窟
。

北
魏
の
和
平
年
間
（
４
６
０
～
４

６
５
年
）
に
、
当
時
の
僧
、
曇
曜

和
尚
に
よ
り
彫
ら
れ
た
と
い
う
。

　
唯
一
、
洞
窟
の
外
に
姿
を
見
せ

る
第

番
窟
の
仏
像
は
高
さ

・


㍍
。
北
魏
の
皇
帝
を
モ
デ
ル
と

し
た
巨
大
な
如
来
像
で
、
雲
崗
石

窟
の
シ
ン
ボ
ル
と
し
て
パ
ン
フ
レ

ッ
ト
な
ど
に
も
よ
く
登
場
し
て
い

る
。
洞
窟
の
中
は
貴
重
な
文
化
財

を
保
護
す
る
た
め
に
撮
影
が
認
め

ら
れ
て
い
な
い
が
、
例
外
的
に
撮

影
で
き
る
仏
像
だ
。

　
第
３
番
窟
は
雲
崗
石
窟
で
最
も

大
き
い
洞
窟
。
第
５
番
窟
に
あ
る

座
仏
像
は
、
雲
崗
石
窟
で
最
も
大

き
い
高
さ

㍍
の
仏
像
。
第
６
番

窟
は
偉
窟
と
も
呼
ば
れ
、
雲
崗
石

窟
の
中
で
最
も
完
ぺ
き
に
保
存
さ

れ
て
い
る
。
釈
迦
の
誕
生
か
ら
涅

槃
ま
で
を
浮
き
彫
り
に
し
た
仏
伝

図
が
彫
ら
れ
て
い
る
。

　
第
９
～

番
窟
は
豊
か
な
題
材

と
高
い
芸
術
価
値
を
持
ち
、
俗
に

「
五
華
洞
」と
呼
ば
れ
る（
現
在
、

防
水
工
事
中
）
。

　
敷
地
内
は
広
く
、
徒
歩
か
カ
ー

ト
に
よ
る
移
動
と
な
る
。

◇山西省のその他の見どころ
　大同市中心部の九龍壁は中国の目
隠し壁の逸品。朔州市応県の応県木
塔は高さ．㍍と、世界で現存す
る最長、最古の木造の楼閣式塔。臨
汾市吉県の壺口瀑布は黄河の黄色い
水が流れ落ちる中国で２番目に規模
の大きい滝。太原市中心部には中国
一の産出量を誇る山西省の石炭の博
物館がある。

　
大
同
市
の
中
心
に
位
置
す
る
、

遼
金
時
代
（
９
０
７
～
１
２
０
６

年
）
か
ら
の
華
厳
宗
の
重
要
な
寺

院
で
、
大
同
市
仏
教
協
会
の
所
在

地
。
元
の
時
代
に
ほ
と
ん
ど
を
焼

失
し
た
が
、
明
の
時
代
に
再
建
。

上
華
厳
寺
、
下
華
厳
寺
の
二
つ
に

分
か
れ
た
が
、
２
０
１
０
年
に
一

つ
の
寺
に
再
建
さ
れ
た
。

　
金
代
の
建
物
、大
雄
宝
殿
は
、面

積
１
５
５
９
平
方
㍍
と
、
中
国
で

最
も
広
い
仏
殿
。
明
の
時
代
の
５

体
の
仏
像
が
ま
つ
ら
れ
て
い
る
。

　
一
帯
は
レ
ト
ロ
な
街
並
み
と
し
て
整
備
さ
れ
、
市
民
ら
の
散
策
ス

ポ
ッ
ト
に
な
っ
て
い
る
。

華厳寺の大雄宝殿

五台山のシンボル、塔院寺の大白塔

五台山で最も歴史の古い顕通寺

菩薩頂に続く段の階段

菩薩頂の境内にあるマニ車 中国３番目の古い木造建築物、仏光寺

　
五
台
山
は
山
西
省
東
北
部
、
忻

州
市
五
台
県
の
山
岳
地
帯
に
開
か

れ
た
、
峨
眉
山
（
四
川
省
）
、
九

華
山
（
安
徽
省
）
、
普
陀
山
（
浙

江
省
）
と
並
ぶ
「
中
国
仏
教
４
大

名
山
」
の
一
つ
。
太
原
市
、
大
同

市
か
ら
そ
れ
ぞ
れ
車
で
約
４
時

間
。
２
０
０
９
年
に
世
界
文
化
遺

産
に
登
録
さ
れ
た
。

　
西
台
、中
台
、北
台
、東
台
、南
台

と
い
う
五
つ
の
峰
に
囲
ま
れ
て
い

る
た
め
、
五
台
山
と
呼
ば
れ
る
。

　
後
漢
時
代
か
ら
建
築
さ
れ
た


の
寺
院
が
林
立
。
数
百
人
の
僧
侶

が
暮
ら
し
、
漢
族
仏
教
と
チ
ベ
ッ

ト
仏
教
が
共
存
す
る
、
文
字
通
り

の
仏
教
の
聖
地
と
な
っ
て
い
る
。

　
山
々
が
重
な
り
合
い
、
樹
木
が

生
い
茂
る
な
ど
景
色
が
素
晴
ら
し

く
、
夏
で
も

～

度
と
気
候
も

爽
や
か
な
た
め
、
古
来
か
ら
避
暑

地
と
も
さ
れ
て
い
る
。

　
主
な
寺
院
は
台
懐
鎮
と
呼
ば
れ

る
地
域
に
集
中
し
て
い
る
。
そ
の

中
で
五
台
山
の
シ
ン
ボ
ル
と
さ
れ

る
の
が
、
塔
院
寺
の
大
白
塔
。
高

さ
約

㍍
の
巨
大
な
仏
舎
利
塔

だ
。

　
顕
通
寺
は
五
台
山
で
一
番
古

く
、
規
模
が
大
き
い
寺
で
、
後
漢

時
代
の
永
平
年
間
（

年
）
の
創

建
。

　
菩
薩
頂
は
塔
院
寺
と
顕
通
寺
の

北
側
、
１
０
８
段
の
長
い
階
段
を

登
っ
た
丘
の
上
に
あ
る
。
五
台
山

の
代
表
的
な
チ
ベ
ッ
ト
仏
教
寺
院

で
、
境
内
に
は
回
す
と
お
経
を
読

ん
だ
と
同
じ
功
徳
が
得
ら
れ
る
と

い
う
マ
ニ
車
が
あ
る
。
台
懐
鎮
を

一
望
す
る
景
色
も
素
晴
ら
し
い
。

　
台
懐
鎮
の
外
に
あ
る
寺
院
で
有

名
な
の
は
仏
光
寺
と
南
禅
寺
。
そ

の
中
の
一
つ
、
仏
光
寺
は
唐
代
の

８
５
７
年
の
建
立
で
、
五
台
山
の

一
部
と
し
て
２
０
０
９
年
に
世
界

文
化
遺
産
に
登
録
。
中
国
に
現
存

す
る
木
造
建
築
物
と
し
て
は
３
番

目
に
古
い
。

　
平
地
か
ら
五
台
山
の
景
勝
区
ま

で
は
険
し
い
山
道
を
通
り
、
入
山

す
る
に
は
検
問
所
で
の
チ
ェ
ッ
ク

が
必
要
。
た
だ
、
世
界
遺
産
登
録

に
よ
り
域
内
の
道
は
整
備
さ
れ
、

観
光
客
向
け
の
宿
泊
施
設
や
商
店

も
整
備
さ
れ
て
き
て
い
る
。

岩山の中腹に建つ懸空寺

岩壁にへばりついているようだ

　
今
か
ら
お
よ
そ
１
５
０
０
年
前

の
北
魏
時
代
晩
期
に
創
建
。
大
同

市
の
中
心
か
ら
車
で
お
よ
そ
１
時

間
半
。
大
同
市

渾
源
県
の
恒
山

風
景
区
に
あ

る
。

　
断
崖
絶
壁
の
山
の
壁
面
に
建
造

さ
れ
た
寺
院
。外
か
ら
眺
め
る
と
、

ま
る
で
岩
山
に
へ
ば
り
つ
い
て
い

る
よ
う
だ
。
ほ
と
ん
ど
の
建
物
は

岩
に
突
っ
込
ん
だ
木
柱
で
支
え
ら

れ
て
い
る
。
そ
の
奇
観
か
ら
、
詩

人
の
李
白
も
こ
の
地
を
訪
れ
た

際
、
「
壮
観
」
と
の
書
を
残
し
て

い
る
。

　
道
教
の
修
行
場
と
し
て
、「
犬
や

鳥
の
鳴
き
声
も
聞
こ
え
な
い
場
所

に
」と
、普
通
で
は
考
え
ら
れ
な
い

場
所
、
地
上

～

㍍
の
山
の
壁

面
に
建
て
ら
れ

た
と
い
う
。
建

物
の
上
は
岩
が

ひ
さ
し
の
よ
う

に
突
き
出
し
て

い
る
た
め
、
幾

多
の
自
然
災
害

に
も
耐
え
ら
れ

た
そ
う
だ
。

　
殿
堂
や
楼

閣
、
僧
房
な
ど


余
り
の
建
物
が
築
か
れ
て
い

る
。
道
教
の
ほ
か
、
仏
教
、
儒
教

の
施
設
も
あ
り
、
三
教
一
体
で
保

存
さ
れ
て
い
る
の
が
特
徴
。

　
観
覧
は
、
そ
の
特
性
か
ら
人
数

制
限
が
あ
り
、
見
物
客
は
一
方
通

行
の
細
い
廊
下
を
ゆ
っ
く
り
と
歩

く
。
高
所
恐
怖

症
の
人
は
注
意

が
必
要
だ
。

菩薩頂から眺める五台山・台懐鎮地区の風景

雲崗石窟の第番窟、高さ．㍍の仏像


